
西部管内の
講座関係のＨＰ

教材分析で、「※単元づくりの三要素」の結び付きを確かなものにする。

国語科の単元づくりでは、「身に付けたい資質・能力」と、最適な「言語活動」
「教材」という三つの要素が結び付いていることが重要です。本会では、教材を
じっくり分析する中で、「指導事項はこれでいいのか」という疑問が生まれました。
三要素の密接な結び付きが実感された場面です。
今回のように、教材分析で教材の特徴をつかむことは、
資質・能力（別の場面でも活用できる力）を具体的に
イメージし、既習事項の系統性を考えて単元をつくる
ことにつながります。教師自身が教材に向き合い、自分
なりに分析を行う意味はここにあります。

※『新教育課程を活かす 能力ベイスの授業づくり』（齊藤一弥・高知県教育委員会編著2019）P28より

【単元名】「字のない葉書」を読んで、文章構成の意図を解き明かそう（第２学年） 【授業者】澤近 史拓 教諭（黒潮町立大方中学校）

授業者も参加者も創る!!高まる!!広げる!! 令和２年 11 月発行

西部教育事務所

協議②：生徒が主体的に取り組める言語活動とするためには？

◆「構成」と「表現」のどちらに着目させるのかを、明確に示す。

○構成に着目させるのであれば、他の作品（『盆土産』等）と対比させた

方が効果的ではないか。

○読む順序を工夫することで、構成に着目させやすくなるのではないか。

大方中学校で開催された「第２回 授業づくり

講座」の様子を紹介します。

～教材研究会 編～
（令和２年９月 18日（金）黒潮町立大方中学校）

「この教材で指導するなら、指導事項は Ｃ エ でいいのか。」

これは、協議②で最適な言語活動を考える際に生まれた疑問です。

●指導事項は Ｃイ（登場人物の言動の意味などについて考え、内容を解釈する）
の方が適切ではないか。
●構成に着目させても、最終的には言葉や表現に返る必要があるのではないか。
●前半はＣイ、後半はＣエに重点を置くなど、指導計画を工夫すべきではないか。

文学的な文章の 構成の意図や効果 を考える

説明的な文章と比べて、文学的な文章の「構成」に着目することは、
これまで少なかったのではないでしょうか。「『字のない葉書』において、
その構成の意図や効果を考えることは、作品を深く読むことにつながる
のではないか」という新たな視点が、会場校から提案されました。

協議①：前半のエピソードがある意味や、筆者の意図は？

◆様々な対比（ギャップ）を際立たせる

対 比 前 半 後 半

手紙と葉書 他人行儀な父からの手紙 父の愛情が直接的に感じ
られる葉書

主観と客観 自分がもらった手紙（愛） 妹宛の葉書を見ていた私

心情の描き方 心情表現あり 心情表現なし（行動で描く）

父の娘への愛情 手紙の中のみ 葉書と行動の両方

・教材分析≠指導書の理解ではなく、もっと教材と向き合わねばならない。

・教材分析による指導事項の選択で指導が変わることを改めて実感できた。

・本教材をCエで捉えて展開を考えたことがなかったので、これまでの自

分にはなかった教材分析の視点が増えた。

・「この単元はこうだ」という考えから脱し、自分で、教科で、チームで、

地域で勉強していく時間が必要だと感じた。

提案：中心となる指導事項〔思考力、判断力、表現力等〕C読むこと エ

観点を明確にして文章を比較するなどし、文章の構成や論理の展開、

表現の効果について考えること。

資質・能力

教材分析言語活動

参加者の声
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【単元名】「字のない葉書」を読んで、文章構成の意図を解き明かそう（第２学年） 【授業者】澤近 史拓 教諭（黒潮町立大方中学校）

大方中学校で開催された「第２回 授業づくり

講座」の様子を紹介します。

～授業研究会 編～
（令和２年 10月９日（金）黒潮町立大方中学校）

～教材研究会を受けて～

① 指導事項の重点を Cエ※とする。（第１・２時はＣイ、第３本時・４時はＣエを中心に指導する。）

※〔思考力、判断力、表現力等〕Cエ…観点を明確にして文章を比較するなどし、文章の構成や論理の展開、表現の効果について考えること。

② 第１時で後半部分を先に読ませることで、第３時の「構成を意識した読み」へ効果的につなげる。

授業者も参加者も創る!!高まる!!広げる!! 令和２年 11 月発行

西部教育事務所

これからの国語教育－新学習指導要領の趣旨をとらえて－ 東京女子体育大学教授 田中 洋一先生

「かんしゃくを起こす日常の父」が後にくると、
それが本当の性格だという印象になってしまう。
普段は暴君だけど、実は優しいという父の姿を
印象付けるには、逆ではダメだと思う。

研究協議より

◆文学的な文章における「読む」ことの三様態◆

第一段階の読み

○叙述を正しく読み、書かれていることを捉える。

第二段階の読み

○直接書かれていないが、叙述や前後の展開等から、誰
が読んでも同じように読めるところを読む。

第三段階の読み

○叙述されていることを基にして推測したり想像した
りしながら読む。

＊これまでの問題点 ⇒ 各段階の読みが、混在していること。

◆第三段階の読みの課題を見付けることが、

教材分析のポイント！◆

＊授業で取り入れるために…

○生徒に付けたい力と教材の価値から授業を考える。

○生徒が多様な意見をもてるところに課題を設定する。

○「筆者の意図」から、「読者が読んでどう感じるか」へ

視点を転換する。

○クリティカルリーディングで視点を増やす。

「本当にそうなのか？」と思わせる。

・付けたい力は何なのか。その力を付

けるために最適な教材は何なのか。教

科会でしっかり吟味して考えたい。

・クリティカルリーディングの視点を

もって、読みを深められる単元構想を

練っていきたい。

・第三段階の読みについては、他教科

の授業づくりにも参考になった。

・教材研究をもっと大事にしたいし、

しなければいけないと考えるように

なったのは、この講座のおかげだ。

参加者の声

○「前半と後半が逆だったら？」という切り返しが効果的だった。
ここから生徒の思考が働いていた。

○問いは「なぜ前半を入れたのか」がよい。話し合いが「前半が必要な理由」
で終わらず、より深まるのではないか。

もし前半と後半が逆だったらどうなる？

本時の板書

◎教材研究会でいただい

た意見をもとに、まずは

父親の言動に着目して

内容を解釈する Cイ を

中心に指導しました。

◎第３～４時は、第１

～２時で解釈した父の

言動が話の展開にどう

関わるのか、またその

構成にした意図や効果

について、 C エ に重

点を置いて考えさせる

計画になっています。


